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のならば、欲張らず、1つのことを

見ることに集中したほうがいい。木

を見るときは、森を見てはいけない。

1枚1枚の葉の形、色、それらが繁

る様子を観察する。森を見るならば、

木々が織りなす色合いや、森全体の

生命力だけをとらえようとする。木

を観察すべきときに森までを視界に

入れてしまうと、森全体が生き生き

としていれば、そのうちの1本に元

気がないことに気付かない。

現場の指導者も、指導者の指導者

も、今、見るのは「木」か「森」か

を決め、集中しなければ、選手や指

導者の成長を見逃す可能性がある。

ある地方の高校生が集まる合宿を

訪問したときのこと。ラインアウト

というセットプレーを選手に教える

コーチの指導に僕はあたっていた。

その練習では、高いボールが投入さ

れたとき、2人の選手が1人の選手

を上に上げて、上げられた選手はよ

り高い位置でボールを取る。僕は3

人のコーチに「全体がうまくいった

かどうかを見ないでください」と言

った。コーチの1人は上げる選手の

脚と腕だけを見る。1人は上げられ

僕 が 今 取 り 組 ん で い る の は 、

2019年ワールドカップ日本開催に

向けて、若手の選手を育てることだ。

しかし今、僕は選手にほとんど目を

向けることはない。常に見ているの

は、その若手選手を育てる監督、コ

ーチなど、現場の指導者たちである。

そう話すと、「1人では選手まで見

きれませんよね」と言われることが

多いが、僕が選手を直接見ない理由

はそういうことではない。意図的に

見ない、というほうが正しい。

選手が成長しているかどうかを知

るには、現場の指導者の成長を見れ

ばいい。これは僕のなかで、確信に

なりつつある。指導者が成長するこ

とはすなわち彼らの指導力が上がる

ことであり、それは指導者が選手と

向き合う練習やミーティングの質が

上がることにつながる。指導の場の

質が上がれば、確実に人は育つ。

一度に見られることは少ない 
木を見るときは森を見ない

経験上、人はそれほど多くのこと

を一度に見られるほど、器用ではな

いと思う。何かを観察しようと思う
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若手の成長のために必要なのは、現場の指導者の観察
「見ること」と同時に「見ないこと」も決める
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る選手の脚と姿勢、残りの1人はボ

ールを投入する選手の肩と指先だけ

を見る。このように、別々の「木」

を見ることに集中してもらった。

僕は何を見ていたか。選手の動き

ではなく、選手を指導するコーチと

いう「木」に目を凝らしていた。合

宿1日目には、コーチは全体を見た

り、ボールの行方を追ったりしてい

た。しかし僕が「それぞれが指導す

べきことに集中してください」と何

度も繰り返すうち、3日目には、彼

らの視線の先も、選手にかける言葉

も変わっていた。

この日、はじめて僕は選手たちの

プレーに目を向けた。「いいです

ね！」。プレーを見て、思わず僕は

そう言った。合宿1日目とは明らか

に違う、見事なラインアウトだった

からだ。コーチたちは全体を見てい

ないから、「え？　マジですか？」

ときょとんとした顔をした。それほ

ど彼らは、「木を見ること」に集中

していた。そうした彼らの指導の質

の向上は、選手のプレーの質の向上

につながっていたのである。

育成の仮説が正しいかどうか 
その検証のときに選手を見る

プレーをするのは選手たちだ。指

導者の指導スキルが向上しているか

どうかを見るよりは、選手たちの成

長を見ていたほうが手っ取り早いと

思うかもしれない。しかし、もし指

導者と選手を一緒に見ていたとした

ら、プレーがうまくいったとき、そ

れが「ラッキー」だとしても気付か

ない。「プレーできているんだから、

いいか」と通り過ぎてしまう。指導

者の成長がそこになければ、指導の

質は変わっていないのだから、うま

くいったプレーに再現性はない。

企業でも、同じことが起こってい

るのではないか。若手人材を育成す

るにあたり、人事は現場のマネジャ

ーではなく、若手人材の成長だけを

測ろうとする。たとえば、企画部の

1人の若手がいい企画を立てたとし

よう。彼の成長によって、現場の上

司は「きちんと育成した」と評価さ

れるだろう。しかし、その若手が育

ったのがラッキーだったとしたら。

上司の指導の質が向上しているわけ

ではないから、彼のもとで別の若手

が必ず育つという再現性はない。

「見ること」と同時に、「見ないこと」

を決める。これは育成においてとて

も大切なことだ。指導者（上司）の

成長をついつい彼のメンバーの成長

の結果で見ようとしてしまうが、多

くの人材を一定のレベルまで引き上

げようとするのであれば、マネジャ

ーの指導の質を上げていくしかない。

とはいえ、「この部分の指導の質

を上げれば、人が育つ」というよう

な完全なセオリーはない。もし、指

導者の指導の質は上がっているのに、

ラインアウトがうまくいかなかった

ら。そもそもその指導項目そのもの

が、プレーの質を上げることには関

わりがない、ということになり、修

正を急がなければならない。

僕は、指導者の指導に集中してい

る。彼らへの指導は会議室でもどこ

でもいい。一方で、本当に今、指導

の現場に落とし込もうとしているラ

グビーの技術やスタイルが正しいか

どうかは、現場で選手を見なければ

検証できない。先の例で言えば、「上

げる選手、上げられる選手、ボール

を投入する選手の動きに関して、指

導者の指導の質が上がれば選手も成

長する」というのはあくまで仮説だ。

「この方法で必ず育つ」。そんな思い

込みが、現場の育成を硬直化させる

ことも、理解しているつもりである。




